


























































































段階 時代 表記の有力タイプ ターゲット 言語計画3
1945以前 漢字優勢タイプ(漢語) 日本人 実体計画
1945-70年代 カタカナ優勢タイプ(外来語) 日本人 実体計画
1980-90年代 アルファベット優勢タイプ(英語) 日本人 実体計画
4 2000以降 アルファベットプラスタイプ 外国人 地位計画 | 































れる。 2005年から 2014年までの研究では、図 lのなかで [社会的使用頻度→接触頻度
→記憶痕跡→なじみ(親近度)→好み(選好))の流れに相当する部分に注目し、文字
環境と単純接触効果の関係を検証した。
単純接触効果 (mereexposure effect)とは 「なじみ(親近度:fami 1 i ari ty)のな
い新奇な刺激に繰り返し接触するだけで，その刺激に対する好み(選好:preference) 
や好意度 (favorabi1 i ty)が高まる現象」を指す (Zajonc1968)。脳科学の分野では





























4 実験参加者に対して、日本語の漢字 20字(隊，謙，働など)を 1文字ごとに 0.05秒間だ
け瞬間呈示し，続けて眼の残像を消すための刺激(マスキング刺激)を 0.45秒間呈示した。







































































カタカナ 39 (92. 86%) 30 (76. 92児)
カ十漢字 (4. 76%) 3 (7. 69%) 
カ+英語 (2. 38%) 4 (10.26%) 
カ+漢字+英語 。 (0%) (2. 56%) 
カ+ひ十漢字 。 (0%) (2. 56%) 































ーJはNINJAL-LWPfor BCCWJ7 (以下、 NLB)によると、原語 IcoffeeJに対して「コー
ヒ-Jと「瑚排Jの二つの書字形表記がある。書字形頻度は「コーヒー」が 4228(95%)、

















7 NINJAL-LWP for BCCWJは、国立国語研究所が構築した『現代日本語書き言葉均衡コ
ーパス~ (Ba1anced Corpus of Contemporary Written Japanese: BCCWJ)を検索するた
めに、国語研と Lago言語研究所が共同開発したオンライン検索システムである。本稿










外来語 頻度 既存語 頻度 書字形頻度と比率 | 
スト口 134 (9.6%) イチゴ 1263 549 (43%) 
ペリー いちご (90. 4%) 469 (37%) 
韮 245 (19%) 
フルーツ 932 (43. 4%) 果物 1216 1078 (89%) 
くだもの 138 (11%) 
アイー 1683 お茶 3284 3284 (100%) 
(3. 9%) (6. 1%) 
ビーンズ 。 ダイズ 1346 155 (12%) 
(0%) だいず (100%) 12 (1%) 
大豆 ll79 (88%) 
ミルク 1542 牛乳 2055 2032 (99%) 















































































1. The uual i tyof something that yo日 cantaste. 
2. A particular type of taste. 
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